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１ 動作環境 

ＯＳ:    Ｗｉｎｄｏｗｓ Ｖｉｓｔａ（３２ｂｉｔ）／７（３２ｂｉｔ６４ｂｉｔ）／８（３２ｂｉｔ６４ｂｉｔ） 

                        ／８．１（３２ｂｉｔ６４ｂｉｔ）／１０（３２ｂｉｔ６４ｂｉｔ） 

 

２ 機能 

    ＢＨＴ-５００／６００／８００／９００／１３００／１５００シリーズのハンディターミナルのデータをＹＭｏｄｅｍプロトコルで 

    転送します。プログラム（ＰＤ３，ＰＤ４，ＰＮ３）、画像データ（ＪＰＧ）は転送できません。 

保存データ形式を次の３種類から選択できます。 

 

１）テキストファイル（固定長，カンマ区切り，タブ区切り） 

        ２）Ｅｘｃｅｌシート（使用するＥｘｃｅｌブックは閉じて通信する） 

        ３）Ａｃｃｅｓｓテーブル 

 

３ プログラム起動 

デスクトップ上のショートカットをダブルクリックするか、インストールしたプログラムをエクスプローラで表示して、ダブルクリ 

ックして起動します。最初は通信設定するために「SetBhtYmCom.exe」を起動してください。その後通信プログラムの「BhtYmCom.exe」 

を起動します。 

 

 

 

 

BhtYmCom.exe 通信プログラムの 
ショートカットアイコン： 

SetBhtYmCom.exe 通信設定の 
ショートカットアイコン： 
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４ 通信設定 

      「SetBhtYmCom.exe」を起動して通信条件と転送するファイルを登録してください。登録していないＢＨＴファイルは転送でき 

  ません。最大２０件まで登録できます。ＢＨＴファイルを重複して登録することはできません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 読み込み          ：保存した設定を読み込みます。 

 名前を付けて保存  ：ファイル名を付けて設定を保存します。 

  追加             ：登録を追加します。 

  変更             ：登録内容を変更します。 

  削除             ：選択した登録を削除します。 

  終了             ：通信条件登録を終了して通信管理画面に戻ります。 

選択した登録のフィ
ールド情報を表示し
ます。 
（固定長テキストフ
ァイル受信の場合は
表示しません） 

登録した転送 
ファイル 
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通信ポート 通信に使用するポート（ＣＯＭ１ ～ ＣＯＭ９）を設定します。 

通信スピード ９６００，１９２００，３８４００，５７６００，１１５２００，４６０８００から選択します。 
ＣＵ５０１を使用する場合は、設定スピードにあわせてディップスィッチを設定してください。 
また、４６０８００はＣＵ－５２１でのみ動作しません。 

起動時に表示しない これをチェックするとプログラム起動時に「通信状態表示」画面を表示しません。 

受信ﾃﾞｰﾀ書き込み テキストファイルを選択した場合、上書き／追加の選択が可能です。 
ＥｘｃｅｌシートとＡｃｃｅｓｓテーブルを選択した場合は、上書きを選択できません。 

保存データ形式 テキストファイル，Ｅｘｃｅｌシート，Ａｃｃｅｓｓテーブル，テキストファイル（削除ﾌﾗｸﾞ付）の 

4種類のデータ形式から選択します。テキストファイル（削除ﾌﾗｸﾞ付）は、「アシストパックＴｙｐｅＡ」 

の受信データ互換のための保存形式です。 
登録ﾃﾞｰﾀがあると変更できません。登録ﾃﾞｰﾀをすべて削除してから変更してください。 

保存フォルダ 
（データソース） 

保存データ形式により、テキストファイルの場合は保存するフォルダを設定します。 参照  ボタンを 
クリックするとフォルダ選択の画面を表示します。 
Ｅｘｃｅｌシートの場合は「．ｘｌｓ」ファイルを、Ａｃｃｅｓｓテーブルの場合は「．ｍｄｂ」ファイル 
を設定してください。 参照  ボタンをクリックするとファイル選択の画面を表示します。 
保存ﾃﾞｰﾀ形式が Excel ｼｰﾄ/Access ﾃｰﾌﾞﾙの場合は、登録ﾃﾞｰﾀがあるとデータソースを変更できません。 
登録ﾃﾞｰﾀをすべて削除してから変更してください。 

通信履歴保存 これをチェックすると、通信履歴を保存ファイル名形式で保存フォルダに保存します。 

保存ﾌｧｲﾙ名形式 通信履歴の保存ファイル名形式を選択します。 
日ごとに保存ファイル名： ByComExeCOM**_YYYY_MM_DD.log 
月ごとに保存ファイル名： ByComExeCOM**_YYYY_MM.log 
年ごとに保存ファイル名： ByComExeCOM**_YYYY.log 
** : 通信ポート No 

保存フォルダ 通信履歴保存するフォルダを設定すなす。 参照  ボタンをクリックするとフォルダ選択の画面を表示 
します。 
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  ４－１追加登録 

    登録を追加するには  追加  ボタンをクリックします。 

 

    １）テキストファイル 

      保存データ形式を「テキストファイル」に設定して転送ファイルを登録します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テキストファイルを選択 

テキストファイルを保存する 
フォルダを設定します。 
 参照  ボタンをクリックする 
とフォルダ選択の画面を表示 
します。 

受信データの追加／上書きを選択 

 追加  ボタンをクリック 

登録画面 
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      ① ＢＨＴからデータ受信 

        通信方向に「ＢＨＴ ――＞＞ テキストファイル」を選択します。 

 

      ●固定長テキスト 
        処理日：８桁   棚番：６桁   商品コード：１４桁   数量：６桁 の場合の受信データは下記のようになります。 
 
          処理日（８桁）棚番（６桁）    商品コード（１４桁）    数量（６桁） 
 ｜             ｜          ｜                           |          ｜ 
 ０７／０１／０１０００００１０４９０１７８０３３１２０８０００００１ 

 

      「TANA.TXT」のデータを受信して、固定長データのテキストファイル「棚卸.dat」に保存する設定は、下図のようにします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通信方向 「BHT ->> ﾃｷｽﾄﾌｧｲﾙ」を選択します。 

保存ファイル名 テキストファイルとして保存するファイル名
を設定します。 
 
ファイル名に日付を入れる場合 
*YYMMDD*.*** と設定します。 
*は任意の文字列（かな漢字を含む）です。 
YYMMDD の位置に日付をいれて受信データのフ
ァイル名にします。 
例）2011/01/01に受信した場合 
棚卸 YYMMDD.txt  ⇒ 棚卸 110101.txt 
YYMMDD.TXT      ⇒ 110101.TXT 

保存形式 「固定長」を選択 

ＢＨＴファイル ハンディターミナルから転送するデータのフ
ァイル名を設定します。 
他の登録で設定したファイル名は使用できま
せん。 

 
前画面へ戻る 

 設定  ボタンをクリック 
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      ●「カンマ区切り」または「タブ区切り」のテキスト 
        処理日：８桁   棚番：６桁   商品コード：１４桁   数量：６桁 の場合の受信データは下記のようになります。 
 
              処理日           棚番                 商品コード           数量 
 ｜               ｜              ｜                              |   ｜ 
  ０７／０４／０１, “０００００１”，”０４９０１７８０３３１２０８”,１ 
 
      （タブ区切りの場合は「，」がタブ記号になります） 
 

      「TANA.TXT」のデータを受信して、カンマ区切りデータのテキストファイル「棚卸.dat」に保存する設定は、下図のようにします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通信方向 「BHT ->> ﾃｷｽﾄﾌｧｲﾙ」を選択します。 

保存ファイル名 テキストファイルとして保存するファイル名
を設定します。 

保存形式 「ｶﾝﾏ区切り」または｢ﾀﾌﾞ区切り｣を選択します 

ＢＨＴファイル ハンディターミナルから転送するデータのフ
ァイル名を設定します。 
他の登録で設定したファイル名は使用できま
せん。 

フィールド数 受信するデータのフィールド数を設定します。 

受信末尾ｽﾍﾟｰｽ 
をﾃﾞｰﾀとする 

末尾のスペースを有効データにする場合に 
設定してください。 

ﾌｨｰﾙﾄﾞﾃﾞｰﾀ型 「文字列」，「符号なし数値」，「符号付き数
値」，「その他」から設定します。 
文字列：    データを「“」で括ります。 
数値：      先頭の「０」を削除します。 
その他：    文字列，数値のようにデータを 
            加工しません。 

 前画面へ戻る 

 設定  ボタンをクリック 
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      ② ＢＨＴへデータ送信または送受信 

        通信方向に「ＢＨＴ ――＞＞ テキストファイル」または「ＢＨＴ ＜＜――＞＞ テキストファイル」を選択します。 

 

      ●固定長テキスト 
        商品コード：１３桁   商品名：２０桁 の場合は下記のようになります。 
 
           商品コード（１３桁）           商品名（２０桁） 
       ｜                       ｜                                      ｜ 
 ４９０１７８０３３１２０８アシストパック  

 

      固定長データのテキストファイル「商品ﾏｽﾀｰ.txt」のデータを「MASTER.TXT」に送信する設定は、下図のようにします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通信方向 「BHT <<- ﾃｷｽﾄﾌｧｲﾙ」または「BHT <<->> ﾃｷｽ
ﾄﾌｧｲﾙ」を選択します。 

保存ファイル名 送受信テキストファイルのファイル名を設定
します。 

保存形式 「固定長」を選択します。 

ＢＨＴファイル ハンディターミナルで使用するファイル名を
設定します。 
他の登録で設定したファイル名は使用できま
せん。 

フィールド数 送受信するデータのフィールド数を設定しま
す。 

フィールド桁数 送信するデータのフィールド桁数を設定しま
す。 

 

前画面へ戻る 

 設定  ボタンをクリック 
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      ●「カンマ区切り」または「タブ区切り」のテキスト 
        商品コード：１３桁   商品名：２０桁 の場合は下記のようになります。 
 
                商品コード                        商品名 
       ｜                            ｜                              ｜ 
 “４９０１７８０３３１２０８”，“アシストパック” 

 

      カンマ区切りデータのテキストファイル「商品ﾏｽﾀｰ.txt」のデータを「MASTER.TXT」に送信する設定は、下図のようにします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通信方向 「BHT <<- ﾃｷｽﾄﾌｧｲﾙ」または「BHT <<->> ﾃｷｽ
ﾄﾌｧｲﾙ」を選択します。 

保存ファイル名 送受信テキストファイルのファイル名を設定
します。 

保存形式 「カンマ区切り」または「タブ区切り」を選択
します。 

ＢＨＴファイル ハンディターミナルで使用するファイル名を
設定します。 
他の登録で設定したファイル名は使用できま
せん。 

フィールド数 送受信するデータのフィールド数を設定しま
す。 

フィールド桁数 送信するデータのフィールド桁数を設定しま
す。 

ﾌｨｰﾙﾄﾞﾃﾞｰﾀ型 「文字列」，「符号なし数値」，「符号付き数
値」，「その他」から設定します。 
文字列：    データを「“」で括ります。 
数値：      先頭の「０」を削除します。 
その他：    文字列，数値のようにデータを 
            加工しません。 

 

前画面へ戻る 

 設定  ボタンをクリック 
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    ２）Ｅｘｃｅｌデータ転送 

      保存データ形式を「Ｅｘｃｅｌシート」に設定して転送ファイルを登録します。 

      使用するＥｘｃｅｌシートは、予め作成してから登録作業をしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｅｘｃｅｌシートを選択 受信データ書き込みは追加のみです。 

使用するＥｘｃｅｌファイルを
設定します。 
 参照  ボタンをクリックする 
Ｅｘｃｅｌファイル選択の画面
を表示します。 

登録画面 

 追加  ボタンをクリック 
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      ① ＢＨＴからデータ受信 
        通信方向に「ＢＨＴ ――＞＞ Ｅｘｃｅｌシート」を選択します。 
        データ受信に使用するＥｘｃｅｌシートは、予め作成してから登録作業をしてください。 
        シートの１行目にはフィールド名を入力してください。フィールド名を入力しないと設定できません。 
 
 

 

 

 

      「TANA.TXT」のデータを受信して、Ｅｘｃｅｌシート「棚卸」に保存する設定は、下図のようにします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 前画面へ戻る 

通信方向 「BHT ->> Excel ｼｰﾄ」を選択します。 

Excelシート 受信データを保存するＥｘｃｅｌシートをマ
ウスポイントでクリックして選択します。 

ＢＨＴファイル ハンディターミナルから転送するデータのフ
ァイル名を設定します。 
他の登録で設定したファイル名は使用できま
せん。 

フィールド数 受信データのフィールド数を設定します。 

受信末尾ｽﾍﾟｰｽ 
をﾃﾞｰﾀとする 

末尾のスペースを有効データにする場合に 
設定してください。 

シート列 Ｅｘｃｅｌシートを選択し、フィールド数を選
択すると、シート列を選択するコンボボックス
を表示しますので、ＢＨＴファイルのフィール
ドをどのシート列に保存するか選択します。 

 

受信データを保存
するシートを選択 

 登録  ボタンをクリック 

BHT ﾌｧｲﾙ 
のﾌｨｰﾙﾄﾞ 

通信 
方向 

棚卸ｼｰﾄ列 

Ｆ１ →   棚卸日 
Ｆ２ →   棚番 
Ｆ３ →   商品コード 
Ｆ４ →   数量 

 

棚卸シート 

設定例の 
ﾌｨｰﾙﾄﾞの対応 
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      ② ＢＨＴへデータ送信または送受信 

        通信方向に「ＢＨＴ ＜＜―― Ｅｘｃｅｌシート」または「ＢＨＴ ＜＜――＞＞ Ｅｘｃｅｌシート」を選択します。 

        データ送信に使用するＥｘｃｅｌシートは、予め作成してから登録作業をしてください。 

        シートの１行目にはフィールド名を入力してください。フィールド名を入力しないと設定できません。 

 

 

 
        Ｅｘｃｅｌシートの送信する列データは、文字列にしてください。すべて数字のデータの場合は、先頭に「‘」を付加して 
        明示的に文字列にしてください。数値が入力されていると通信中にエラーが発生します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通信方向 「BHT <<- Excel ｼｰﾄ」または「BHT <<->> Excel
ｼｰﾄ」を選択します。 

Excelシート 使用するＥｘｃｅｌシートをマウスポイント
でクリックして選択します。 

ＢＨＴファイル ハンディターミナルで使用するファイル名を
設定します。 
他の登録で設定したファイル名は使用できま
せん。 

フィールド数 送受信するデータのフィールド数を設定しま
す。 

フィールド桁数 送信するデータのフィールド桁数を設定しま
す。 

シート列 Ｅｘｃｅｌシートを選択し、フィールド数を選
択すると、シート列を選択するコンボボックス
を表示しますので、ＢＨＴファイルのフィール
ドをどのシート列に保存するか選択します。 

 

前画面へ戻る 

送信するデータが
保存されているシ
ートを選択 

 登録  ボタンをクリック 
設定例の 
ﾌｨｰﾙﾄﾞの対応 

BHT ﾌｧｲﾙ 
のﾌｨｰﾙﾄﾞ 

通信 
方向 

ﾏｽﾀｰﾃﾞｰﾀ 
ｼｰﾄ列 

桁数 

Ｆ１ ← 商品コード １４ 
Ｆ２ ← 商品名 １６ 
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    ３）Ａｃｃｅｓｓデータ転送 

      保存データ形式を「Ａｃｃｅｓｓテーブル」に設定して転送ファイルを登録します。 

      使用するＡｃｃｅｓｓテーブルは、予め作成してから登録作業をしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａｃｃｅｓｓテーブルを選択 受信データ書き込みは追加のみです。 

使用するＡｃｃｅｓｓテーブル
を設定します。 
 参照  ボタンをクリックする 
Ａｃｃｅｓｓテーブル選択の画
面を表示します。 

登録画面 

 追加  ボタンをクリック 
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      ① ＢＨＴからデータ受信 

        通信方向に「ＢＨＴ ――＞＞ Ａｃｃｅｓｓテーブル」を選択します。 

        データ受信に使用するＡｃｃｅｓｓテーブルは、予め作成してから登録作業をしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通信方向 「BHT ->> Access ﾃｰﾌﾞﾙ」を選択します。 

Access テーブル 受信データを保存するＡｃｃｅｓｓテーブル
をマウスポイントでクリックして選択します。 

ＢＨＴファイル ハンディターミナルから転送するデータのフ
ァイル名を設定します。 
他の登録で設定したファイル名は使用できま
せん。 

フィールド数 受信データのフィールド数を設定します。 

受信末尾ｽﾍﾟｰｽ 
をﾃﾞｰﾀとする 

末尾のスペースを有効データにする場合に 
設定してください。 

ﾃｰﾌﾞﾙﾙﾌｨｰﾙﾄﾞ Ａｃｃｅｓｓテーブルを選択し、フィールド数
を選択すると、テーブルフィールドを選択する
コンボボックスを表示しますので、ＢＨＴファ
イルのフィールドをどのテーブルフィールド
に保存するか選択します。 

 

前画面へ戻る 

受信データを保存す
るテーブルを選択 

 登録  ボタンをクリック 

BHT ﾌｧｲﾙ 
のﾌｨｰﾙﾄﾞ 

通信 
方向 

棚卸テーブル 
のフィールド 

Ｆ１ →   棚卸日 
Ｆ２ →   棚番 
Ｆ３ →   商品コード 
Ｆ４ →   数量 

 

設定例の 
ﾌｨｰﾙﾄﾞの対応 
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      ② ＢＨＴへデータ送信または送受信 

        通信方向に「ＢＨＴ ＜＜―― Ａｃｃｅｓｓテーブル」または「ＢＨＴ ＜＜――＞＞ Ａｃｃｅｓｓテーブル」を選択します。 

        データ送信に使用するＡｃｃｅｓｓテーブルは、予め作成してから登録作業をしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通信方向 「BHT <<- Access ﾃｰﾌﾞﾙ」または「BHT <<->> 
Access ﾃｰﾌﾞﾙ」を選択します。 

Access テーブル 使用するＡｃｃｅｓｓテーブルをマウスポイ
ントでクリックして選択します。 

ＢＨＴファイル ハンディターミナルで使用するファイル名を
設定します。 
他の登録で設定したファイル名は使用できま
せん。 

フィールド数 送受信するデータのフィールド数を設定しま
す。 

フィールド桁数 送信するデータのフィールド桁数を設定しま
す。 

ﾃｰﾌﾞﾙﾙﾌｨｰﾙﾄﾞ Ａｃｃｅｓｓテーブルを選択し、フィールド数
を選択すると、テーブルフィールドを選択する
コンボボックスを表示しますので、ＢＨＴファ
イルのフィールドをどのテーブルフィールド
に保存するか選択します。 

 

 登録  ボタンをクリック 

前画面へ戻る 

送信するデータが
保存されているテ
ーブルを選択 

設定例の 
ﾌｨｰﾙﾄﾞの対応 

BHT ﾌｧｲﾙ 
のﾌｨｰﾙﾄﾞ 

通信 
方向 

ﾏｽﾀｰﾃﾞｰﾀ 
ﾃｰﾌﾞﾙのﾌｨｰﾙﾄﾞ 

桁数 

Ｆ１ ← 商品コード １４ 
Ｆ２ ← 商品名 １６ 
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  ４－２ 登録変更 

    登録内容を変更するには、転送ファイル登録を選択して、  変更  ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 登録変更画面は、登録画面と同じです。登録の説明を参照してください。 

 

 

 

登録変更画面 

 変更  ボタンをクリック 

登録した転送ファイルを、 
マウスポイントでクリック 
して選択すると、反転表示 
します 



 

 

16  

 

４－３ 登録削除 

    登録を削除するには、転送ファイル登録を選択して、  削除  ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 はい(Y)  をクリックすると 
指定した登録を削除します 

 削除  ボタンをクリック 

登録した転送ファイルを、 
マウスポイントでクリック 
して選択すると、反転表示 
します 
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５ 通信履歴 

    通信履歴を保存するには、［通信履歴保存］をチェックして、保存ファイル名形式と保存フォルダを設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
        通信履歴保存ファイル名は次のようになります。 

 

 

 

 

 

 

日ごとに保存ファイル名： ByComExeCOM**_YYYY_MM_DD.log 
月ごとに保存ファイル名： ByComExeCOM**_YYYY_MM.log 

年ごとに保存ファイル名： ByComExeCOM**_YYYY.log 

** : 通信ポート No 
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    通信履歴ファイルのデータは次のように保存されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

01/01 00:00:00 TANA.TXT      100 件       受信  中断 
01/01 00:01:00 TANA.TXT      100 件       受信  タイムアウト 
01/01 00:02:00 TANA.TXT      100 件       受信  正常終了 
01/01 00:10:00 MASTER.TXT    10000 件     送信  正常終了 

通信日時 ファイル名 

ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙの場合：ﾃﾞｰﾀ件数 

通信方向 通信結果 
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７ 通信操作 
    ＰＣにおいて通信プログラム「ＢｈｔＹｍＣｏｍ．ｅｘｅ」を起動すると、受信待ち状態のウィンドウを表示します。 
    （「起動時に表示しない」をチェックすると表示しません） 
 

  ７－１ 「アシストパック Ｐｒｏ ＢＨＴ－５００」の場合 
    １）ＢＨＴからＰＣにデータを送信 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

卸>送信  
 
 
 
 
     送信中 
     00001 
  
 
 
 
 
    中断  CU-232 Ｍ１ 

通信ﾕﾆｯﾄ 
にｾｯﾄ 

通信開始 

通信終了 
通信を中断します。 

プログラムを終了します。 

棚卸ﾒﾆｭｰ  
 
    １.入力 
    ２.訂正 
     
 
 
未送信ﾃﾞｰﾀ件数 
          100 件 
入力可能ﾃﾞｰﾀ件数 
      223,785 件 
 
    戻る    実行 Ｍ１ Ｍ２ 

３.送信 

受信終了 

ｻﾌﾞﾒﾆｭｰに戻る 

棚卸>送信  
 
 
 
 
 通信ユニットに 
 ｾｯﾄしてください 
  
 
 
 
 
    戻る  CU-232 Ｍ１ 

卸>送信  
 
 
 
 
    送信終了 
 
 
 
 
 
 
            確認 Ｍ２ 

Ｍ２確認 

Ｍ２実行 
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    ２）ＰＣからＢＨＴにデータを送信 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通信ﾕﾆｯﾄ 
にｾｯﾄ 

設定したアドイン通信プログラム

を表示 

受信終了 

ｻﾌﾞﾒﾆｭｰに戻る 

サブメニュー  
 
  1.ｼｽﾃﾑ情報表示 
  2.日時設定 
  3.HtNo 設定 
  4.業務設定更新 
  5.業務設定送信 
  6.ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾃｽﾄ 
  7.全ﾃﾞｰﾀ消去 
  8.ﾌｧｲﾙ受信 
  9.ﾌｧｲﾙ受信 
 10.ﾌｧｲﾙ管理 
 
    戻る    実行 Ｍ１ Ｍ２ 

9.ﾘﾓｰﾄ受信 

リモート受信  
 
 
 
 
     受信中 
     00001 
  
 
 
 
 
    中断  CU-232 Ｍ１ 

リモート受信  
 
 
 
 
    受信終了 
 
 
 
 
 
 
            確認 Ｍ２ 

リモート受信  
 
 
 
 
 通信ユニットに 
 ｾｯﾄしてください 
 
 
 
 
 
    戻る  CU-232 Ｍ１ 

リモート受信  
通信ポート選択 
 
 
 １.CU-RS232 
 ２.CU-USB 
 ３.コネクタ 
 ４.########.PD4 
 ５.$$$$$$$$.PD4 
 
 
 
    戻る    選択 Ｍ１ 

1.CU-RS232 

Ｍ２ 

リモート受信  
 
 
 
 
受信ファイル 

MASTER.DAT･･ 
 
 
 
 
 
    戻る    確定 Ｍ１ Ｍ２ 

実行中のプログラムである 
ＡＳＴＰＫ５００．ＰＤ４は 
受信しないでください。 

業務設定で設定したデータファイルを受
信できますが、予め送信／削除してから
受信して、受信後に再起動してください 

Ｍ２確認 

Ｍ２確定 Ｍ２実行 Ｍ２選択 
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  ７－２ 「アシストパック Ｐｒｏ ＢＨＴ－６００」の場合 
 

    １）ＢＨＴからＰＣにデータを送信 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

棚卸ﾒﾆｭｰ  
 
      １.入力 
      ２.訂正 
      ３.送信 
 
 
 
 
未送信ﾃﾞｰﾀ件数 

999,999 件 
 
      戻る        実行 □ ○ 

３.送信 

通信ﾕﾆｯﾄ 
にｾｯﾄ 

送信終了 

処理ﾒﾆｭｰに戻る 

棚卸>送信  
 
 
 
 
   通信ユニットに 
   ｾｯﾄしてください 
  
 
 
 
 
     戻る       CU-232 □ 

棚卸>送信  
 
 
 
 
       送信中 
       00001 
  
 
 
 
 
     中断      CU-232 Ｍ１ 

棚卸>送信  
 
 
 
 
      送信終了 
 
 
 
 
 
 
                   確認 Ｍ２ 

Ｍ２確認 

 ○ 実行 
通信開始 

通信終了 通信を中断します。 

プログラムを終了します。 
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    ２）ＰＣからＢＨＴにデータを送信 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リモート受信  
通信ポート選択 

 
 
   １.CU-RS232 
  ２.CU-USB(460.8K) 
  ３.コネクタ(115.2K) 
  ４.########.PD4 
  ５.$$$$$$$$.PD4 
 
 
 
     戻る         選択 

１.CU-RS232(115.2K) 

□ ○ 

通信ﾕﾆｯﾄ 
にｾｯﾄ 

サブメニュー  
 
  1.システム情報表示 
  2.日付時刻設定 
  3.HtNo設定 
  4.業務設定更新 
  5.業務設定送信 
  6.ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ読取ﾃｽﾄ 
  7.全データ消去 
  8.ファイル受信 
  9.リモート受信 
 10.ファイル管理 
 
     戻る          実行 □ ○ 

9.リモート受信 

リモート受信  
 
 
 
 
   通信ユニットに 
   ｾｯﾄしてください 
 
 
 
 
 
     戻る       CU-232 □ 

受信終了 

ｻﾌﾞﾒﾆｭｰに戻る 

リモート受信  
 
 
 
 

    受信中 
       00001 
  
 
 
 
 

   中断      CU-232 Ｍ１ 

リモート受信  
 
 
 
 
      受信終了 
        
 
 
 
 
 
                   確認 Ｍ２ 

実行中のプログラムである 
ＡＳＴＰＫ６００．ＰＤ４は 
受信しないでください。 

 ○ 実行 

リモート受信  
 
 
 
 
受信ファイル 

MASTER.DAT･･ 
 
 
 
 
 
     戻る         確定 □ ○ 

 ○ 確定  ○ 選択 

Ｍ２確認 

設定したアドイン通信プログラム

を表示 

業務設定で設定したデータファイルを受
信できますが、予め送信／削除してから
受信して、受信後に再起動してください 
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  ７－３ 「アシストパック Ｐｒｏ ＢＨＴ－８００」の場合 
 

    １）ＢＨＴからＰＣにデータを送信 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通信ﾕﾆｯﾄ 
にｾｯﾄ 

送信終了 

処理ﾒﾆｭｰに戻る 

棚卸>送信  
 
 
 
 
   通信ユニットに 
   ｾｯﾄしてください 
  
 
 
 
 
     戻る       CU-232 Ｍ１ 

棚卸>送信  
 
 
 
 
      送信終了 
 
 
 
 
 
 
                   確認 Ｍ２ 

Ｍ２確認 

Ｍ２実行 

通信開始 

通信終了 通信を中断します。 

プログラムを終了します。 

棚卸>送信  
 
 
 
 
       送信中 
       00001 
  
 
 
 
 
     中断      CU-232 Ｍ１ 

棚卸ﾒﾆｭｰ  
 
      １.入力 
      ２.訂正 
      ３.送信 
 
 
 
 
未送信ﾃﾞｰﾀ件数 

999,999 件 
 
      戻る        実行 Ｍ１ Ｍ２ 

３.送信 
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    ２）ＰＣからＢＨＴにデータを送信 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リモート受信  
通信ポート選択 

 
 
   １.CU-RS232 
  ２.CU-USB(460.8K) 
  ３.コネクタ(115.2K) 
  ４.########.PD4 
  ５.$$$$$$$$.PD4 
 
 
 
     戻る         選択 

１.CU-RS232(115.2K) 

Ｍ１ Ｍ２ 

通信ﾕﾆｯﾄ 
にｾｯﾄ 

サブメニュー  
 
  1.システム情報表示 
  2.日付時刻設定 
  3.HtNo設定 
  4.業務設定更新 
  5.業務設定送信 
  6.ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ読取ﾃｽﾄ 
  7.全データ消去 
  8.ファイル受信 
  9.リモート受信 
 10.ファイル管理 
 
     戻る          実行 Ｍ１ Ｍ２ 

9.リモート受信 

リモート受信  
 
 
 
 
   通信ユニットに 
   ｾｯﾄしてください 
 
 
 
 
 
     戻る       CU-232 Ｍ１ 

受信終了 

ｻﾌﾞﾒﾆｭｰに戻る 

リモート受信  
 
 
 
 

    受信中 
       00001 
  
 
 
 
 

   中断      CU-232 Ｍ１ 

リモート受信  
 
 
 
 
      受信終了 
        
 
 
 
 
 
                   確認 Ｍ２ 

実行中のプログラムである 
ＡＳＴＰＫ８００．ＰＤ４は 
受信しないでください。 

リモート受信  
 
 
 
 
受信ファイル 

MASTER.DAT･･ 
 
 
 
 
 
     戻る         確定 Ｍ１ Ｍ２ 

Ｍ２選択 

Ｍ２確認 

設定したアドイン通信プログラム

を表示 

業務設定で設定したデータファイルを受
信できますが、予め送信／削除してから
受信して、受信後に再起動してください 

Ｍ２実行 Ｍ２確定 



 

 

25  

 

  ７－４ 「アシストパック Ｐｒｏ ＢＨＴ－９００」の場合 

 

    １）ＢＨＴからＰＣにデータを送信 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通信ﾕﾆｯﾄ 
にｾｯﾄ 

送信終了 

送信開始 

通信を中断します。 

プログラムを終了します。 

棚卸ﾒﾆｭｰ 
 
      １.入力 
      ２.訂正 
       

 
 
未送信ﾃﾞｰﾀ   1,000 件 

       戻る            実行 Ｍ１ Ｍ２ 

３.送信 

送信終了 

棚卸>送信 
 
 
   通信ユニットに 
   ｾｯﾄしてください 
 
 
       戻る         CU-232 Ｍ１ 

処理ﾒﾆｭｰに戻る 

Ｍ２実行 

Ｍ２確認 

棚卸>送信 
 
 
 
      送信終了 
 
 
 
                   確認 Ｍ２ 

棚卸>送信 
 
 
       送信中 
       00001 
 
 
       中断         CU-232 Ｍ１ 
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    ２）ＰＣからＢＨＴにデータを送信 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通信ﾕﾆｯﾄ 
にｾｯﾄ 

 

サブメニュー 
  5.業務設定受信 
  6.業務設定送信 
  7.ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ読取ﾃｽﾄ 
  8.全データ消去 
  9.ファイル受信 
  
      戻る             実行 Ｍ１ Ｍ２ 
10.リモート受信 

受信終了 

ｻﾌﾞﾒﾆｭｰに戻る 

実行中のプログラムである 
ＡＳＴＰＫ９００．ＰＤ４は 
受信しないでください。 

Ｍ２実行 

リモート受信 
 
 
受信ファイル 

････････････ 
 
 
       戻る            確定 Ｍ１ Ｍ２ 

Ｍ２確定 Ｍ２選択 

Ｍ２確認 

設定したアドイン 

通信プログラム 

業務設定で設定したデータファイルを受

信できますが、予め送信／削除してから

受信して、受信後に再起動してください 

リモート受信 
通信ポート選択 

  １.CU-RS232(115.2K) 
 

  ３.USB ｺﾈｸﾀ(460.8K) 
  ４.Bluetooth 
  ５.$$$$$$$$.PD4 
      戻る         選択 

２.CU-USB(460.8K) 

Ｍ１ Ｍ２ 

リモート受信 
 
 
   通信ユニットに 
   ｾｯﾄしてください 
 
 
       戻る         CU-USB Ｍ１ 

リモート受信 
 
 
       受信中 
       00001 
  
 
       中断         CU-USB Ｍ１ 

リモート受信 
 
 
 

   受信終了 
 
 
 
                         確認 Ｍ２ 



 

 

27  

 
  ７－５ 「アシストパック Ｐｒｏ ＢＨＴ－１３００」の場合 
 

    １）ＢＨＴからＰＣにデータを送信 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通信ﾕﾆｯﾄ 
にｾｯﾄ 

送信終了 

処理ﾒﾆｭｰに戻る 

Ｍ２確認 

右ﾄﾘｶﾞ- 
ｷｰ 

通信開始 

通信終了 通信を中断します。 

プログラムを終了します。 

     業務メニュー  ▼  
 
  1.ＡＡＡＡＡ 
 
   
   
   
   
   
    
   
  
 
 Ver   ｻﾌﾞﾒﾆｭｰ   実行 

1.棚卸 

F1 F2 M2 

▶
▶  

棚卸>送信 

Ｍ１ 

 
 
 
 
 
   通信ユニットに 
   ｾｯﾄしてください 
  
 
 
 
 
     戻る       CU-USB 

棚卸>送信 

Ｍ１ 

 
 
 
 
 
       送信中 
       00001 
  
 
 
 
 
     中断      CU-USB 

棚卸>送信 

Ｍ２ 

 
 
 
 
 
      送信終了 
 
 
 
 
 
 
                   確認 
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    ２）ＰＣからＢＨＴにデータを送信 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通信ﾕﾆｯﾄ 
にｾｯﾄ 

サブメニュー  
 
  1.システム情報表示 
  2.日付時刻設定 
  3.HtNo設定 
  4.業務設定更新 
  5.業務設定送信 
  6.ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ読取ﾃｽﾄ 
  7.全データ消去 
  8.ファイル受信 
  9.リモート受信 
 10.ファイル管理 
 
     戻る          実行 Ｍ１ Ｍ２ 

9.リモート受信 

リモート受信  
 
 
 
 
   通信ユニットに 
   ｾｯﾄしてください 
 
 
 
 
 
     戻る       CU-USB Ｍ１ 

受信終了 

ｻﾌﾞﾒﾆｭｰに戻る 

リモート受信  
 
 
 
 

    受信中 
       00001 
  
 
 
 
 

   中断      CU-USB Ｍ１ 

リモート受信  
 
 
 
 
      受信終了 
        
 
 
 
 
 
                   確認 Ｍ２ 

実行中のプログラムである 
ＡＳＴＰＫ１３０．ＰＤ４は 
受信しないでください。 

リモート受信  
 
 
 
 
受信ファイル 

MASTER.DAT･･ 
 
 
 
 
 
     戻る         確定 Ｍ１ Ｍ２ 

Ｍ２選択 

Ｍ２確認 

業務設定で設定したデータファイルを受
信できますが、予め送信／削除してから
受信して、受信後に再起動してください 

Ｍ２実行 Ｍ２確定 

リモート受信  
通信ポート選択 

 
 
   １.CU-RS232 
  ２.CU-ｺﾈｸﾀ 460.8K 
  ３.CU-RS232 115.2K 
  ４.Bluetooth 
   
 
 
 
     戻る         選択 

１.CU-USB 460.8K 

Ｍ１ Ｍ２ 
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  ７－６ 「アシストパック Ｐｒｏ ＢＨＴ－１５００」の場合 
 

    １）ＢＨＴからＰＣにデータを送信 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     業務メニュー  ▼  
 
  1.ＡＡＡＡＡ 
 
   
   
   
   
   
    
   
  
 
 Ver      送信    実行 通信ﾕﾆｯﾄ 

にｾｯﾄ 

送信終了 

処理ﾒﾆｭｰに戻る 

Ｍ２確認 

 SCAN ｷｰ 
通信開始 

通信終了 通信を中断します。 

プログラムを終了します。 

棚卸>送信 

Ｍ１ 

 
 
 
 
 
   通信ユニットに 
   ｾｯﾄしてください 
  
 
 
 
 
     戻る       CU-USB 

棚卸>送信 

Ｍ１ 

 
 
 
 
 
       送信中 
       00001 
  
 
 
 
 
     中断      CU-USB 

棚卸>送信 

Ｍ２ 

 
 
 
 
 
      送信終了 
 
 
 
 
 
 
                   確認 

1.棚卸 

F1 SCAN M2 

▶
▶  
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    ２）ＰＣからＢＨＴにデータを送信 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
通信ポート選択 

 
 
   １.CU-RS232 
  ２.Bluetooth 
   
   
   
 
 
 
     戻る         選択 

通信ﾕﾆｯﾄ 
にｾｯﾄ 

サブメニュー  
 
  1.システム情報表示 
  2.日付時刻設定 
  3.HtNo設定 
  4.業務設定更新 
  5.業務設定送信 
  6.ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ読取ﾃｽﾄ 
  7.全データ消去 
  8.ファイル受信 
  9.リモート受信 
 10.ファイル管理 
 
     戻る          実行 Ｍ１ Ｍ２ 

9.リモート受信 

リモート受信  
 
 
 
 
   通信ユニットに 
   ｾｯﾄしてください 
 
 
 
 
 
     戻る       CU-USB Ｍ１ 

受信終了 

ｻﾌﾞﾒﾆｭｰに戻る 

リモート受信  
 
 
 
 

    受信中 
       00001 
  
 
 
 
 

   中断      CU-USB Ｍ１ 

リモート受信  
 
 
 
 
      受信終了 
        
 
 
 
 
 
                   確認 Ｍ２ 

実行中のプログラムである 
ＡＳＴＰＫ１５０．ＰＤ４は 
受信しないでください。 

リモート受信  
 
 
 
 
受信ファイル 

MASTER.DAT･･ 
 
 
 
 
 
     戻る         確定 Ｍ１ Ｍ２ 

Ｍ２選択 

Ｍ２確認 

業務設定で設定したデータファイルを受
信できますが、予め送信／削除してから
受信して、受信後に再起動してください 

Ｍ２実行 Ｍ２確定 

リモート受信 

１.CU-USB 460.8K 

Ｍ１ Ｍ２ 


